
 

 

 

 
 飯野中の新しい行動様式 

通常再開第 1 週目、新型コロナ感染対策のための様々な新しい取組、い

わゆる「飯野中の新しい行動様式」が始まっています。 

新型コロナウイルス感染症は、中学生の年代の多くは無症状だったり、

症状が出ても軽症で済んだりすることが多いようです。でも、万が一、中

学生が感染した場合、家族の中の高齢者や乳児、喘息など呼吸器系の病気

を持っている人が重症化しやすい可能性があるといわれています。 

本校生 112 名全員が 100％感染していないとは誰も断言できません。

「校内にもウイルスが存在している」「症状はないが自分も感染している

可能性がある」という意識をみんなが持って、感染リスクをできるだけ小

さくする・ウイルスの感染力をなくす・ウイルスを学校や家庭、体内に持

ち込まないための新しい生活様式を全員が実践してください。 

① 毎朝、家庭での登校前の検温と健康観察 
② 「体温３７度以上＋体調不良」は積極的休養を 
・ 「自分が感染しているかも・・」「免疫作用が落ちているので感染した

ら重症化するかも・・」と考え、体調管理と積極的休養を 

③ 昇降口での検温･健康観察 

・ 発熱確認時は家庭連絡します 
④ 昇降口での手指の消毒 
・ 学校にウイルスを持込まない 

・ 学校クラスター発生阻止 

⑤ 密閉防止のための換気  
⑥ トイレの前後の手指の消毒 
・ ドアの取手に触れる前の消毒で感染予防 

⑦ 石鹸でのこまめな手洗い 
⑧ 密集防止の洗い場利用 
・ ソーシャルディスタンスを確保して 

⑨ 給食当番の手洗いと手指消毒 
⑩ 配膳時、手を触れる人の限定 
⑪ 対面・おしゃべりしない給食 

⑫ 感染予防の清掃 
・ 水拭きモップでの清掃 

※ ホコリ・チリ【飛沫】を巻き上げない 

※ 手で触れない 

・ 界面活性剤水溶液での水拭き 

※ 界面活性剤は新型コロナウイルスの脂質の

膜を破壊し、感染力を無力化する効果が確認

されています    

こうした新しい生活様式の大前提として 

◎ 早寝・早起き・朝ごはん 
◎ ソーシャルディスタンスの確保 
◎ 確保できない場合のマスク着用 
の徹底があります。登下校時や休み時間等には

なかなかソーシャルディスタンスがとれない場

面が見られます。新しい生活様式の徹底によりご家族も含めた感染リスク

を最小にするためにも、ご家庭でのご協力・声かけ等お願いします。 

 

令和２年度 飯野中学校 学校だより 第１3 号 
 

 

     2020.6.11 発行 文責 校長 目黒 満 

 

志保井が丘 


